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新年度のスタートにあたって
苫小牧市立青翔中学校長 杉 本 昌 史

２４７名の新しい仲間を迎え、全校生徒７３６名で令和２年度の学校生活が始動いたしました。今
年度は、「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止の観点から検温とマスクを付けての登下校、手洗

いや咳エチケット、そして、集団感染の要因となる「３つの密」を避ける取組等、例年の学校生活で
は、意識することのなかった取組から不安と戸惑いのスタートとなりました。また、度重なる臨時休

業など、学校はこれまでにないスピード感のある対応が求められると痛感しております。私たち教職
員も、この大事なスタートに臨み、皆様方の大切なお子様を預からせていただくことの責務を改めて

実感すると共に、一人ひとりの可能性を引き出す努力をしていく所存であります。そして、今までの

「本校の教育」のよい点を継続し、目指す生徒像である「志を高く掲げ、道を切り拓き、未来を創る

生徒」にふさわしい生徒の育成を目指し、『当たり前のことが当たり前にできる生徒』を育むために
一層の基礎的基本的な生活習慣の定着や一人ひとりの良さを生かす教育等の充実が図られるよう努め

て参ります。
授業においては、生徒一人ひとりにとって「生きる力」に結びつくよう、様々な学習活動や場面に

指導の工夫を凝らし、特に「基礎学力」の定着や望ましい「生活習慣・学習習慣」の確立を目指し、
本校独自の取組である、「自立・貢献・創造」の具現化を図りながら学習の充実に努め、積極的に取

り組んでいきたいと思っています。
しかし、近年、子どもたちを取り巻く社会環境は、心身の成長や発達に様々な影響を及ぼしていま

す。なかでも、いじめや不登校、非行の低年齢化、インターネットやスマｰトホンによるネットトラ

ブル等、憂慮される状況にあり、今後一層の「心の教育」の充実が大切となってきます。そこで、本

校では、子どもたちの社会性や豊かな人間性を育む体験活動や道徳教育、ボランティア活動、日常的

な教育相談等の充実に努めて参りたいと思います。

多様な変化が予測される未来を生きる子どもたちが身につけるべき力は、マニュアルに従い、与え

られたことを正確にこなすことができる力ではなく、自ら学び、他者を理解し協働して課題を解決で
きる力が何より必要であり、互いが納得できるよりよい答えを導きだす力こそが求められます。

教育に限りはありません。常に、より良い方向へ子どもたちを導く努力は欠かせません。そうした
意味で、今年度は状況に応じて学校行事等の精選や縮小が求められます。学校と家庭、そして地域が

生徒一人ひとりのより良い成長に向けて、今まで以上に手をとりあい、汗して育むことが何よりも大
切になってきています。今後とも「思いやりの心にあふれ、当たり前のことが当たり前にできる学校」

を目指して参ります。どうぞ、本校の教育に対して、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

４月７日に行われた入学式は、新型コロナウイルスの感染予防のため、異例の対応となりました。
この状況において、新入生は期待と不安の入り混じるなかにあっても、決意を新たに持ち、しっかり
と落ち着いて入学式に臨むことができていました。早く状況が落ち着き、安心して学校生活を送らせ
てあげたいと願うばかりです。



保護者の皆様には「メール配信システムへのご登録」をお願いしているところです
が、新型コロナウイルスにかかわる学校対応等のお知らせのため、このシステムによ
る一斉メールの機会が多くなると予想されます。苫小牧市教育委員会や青翔中学校か
らの緊急連絡、教育情報などを確実にお届けしたいと思います。つきましては、お早
目のご登録・ご確認をいただきますようお願いいたします。なお、「アドレスを変更し
た」「携帯電話会社を変更した」等の場合は、再登録が必要になりますので、登録用紙
がお手元にない場合は担任までお申し出ください。また、やむを得ない事情により登
録が不可能な場合は、個別に電話連絡等をさせていただくことになります。ご了承ください。

臨時休校に入るにあたり、家庭学習の課題と
して各教科の一覧表を配布いたしましたが、さ

らなるご支援・情報等についてお知らせします。インターネット上で視聴できる教材・動画のどさん
こ学び応援サイト「家庭教育お助け動画」などがございます。その他、利用できるサイトも合わせて
以下にご紹介しますので、ぜひご活用ください。

・「子供の学び応援サイト」（文部科学省ホームページ）
（https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index_00001.htm）

・ＮＨＫ Ｅテレのテレビ放送
（マルチ編成サブチャンネルにて、臨時休業中等の児童生徒向け番組を特別編成で放送中）

・「どさん子学び応援サイト」（北海道教育委員会ホームページ）
（http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/gks/dosankomanabiouen_page.htm）

・「チャレンジテスト」（北海道教育委員会ホームページ）
（http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/gks/ct/index.htm）

【１年・数学・年間１４０時間のうち９２時間程度】
【１年・英語・年間１４０時間のうち７７時間程度】

１年生の数学・英語において、ＴＴ指導（ティームティーチング）を行います。これにより、生徒
個々への指導の充実を図り、きめ細やかな指導の展開を目指します。
◆ねらい◆①つまずきを減らし、学びの自立、学ぶ意義を明確にできるように支援していきます。

②きめ細やかに個に応じた補充学習への展開や、学習課題について見通しをもたせます。
③自主的な学習態度を養い、家庭学習をステップアップしていけるよう支援していきます。

＜４月＞ ＜５月＞
６日（月）着任式、始業式、職員会議 ３日（日）憲法記念日
７日（火）入学式 ４日（月）みどりの日
８日（水）生徒会オリエンテーション) ５日（火）こどもの日
９日（木）二計測 ６日（水）振替休日

１３日（月）学級写真撮影 ７日（木）分散登校（男子）
任命式、全協、常任委員会 ８日（金）分散登校（女子）

１４日（火）尿検一次、全協 １１日（月）二者懇談（１、２年生）
１５日（水）新年度計画会議 １２日（火） 〃 （１、２年生）
１６日（木）議長会議 １３日（水） 〃 （１、２、３年生）
１７日（金）参観日、懇談会、ＰＴＡ総会 １４日（木） 〃 （１、２、３年生）
２０日（月）臨時休校開始（新型コロナウイルス） １５日（金） 〃 （１、２、３年生）
２０日（月）学力テスト（全学年） ２０日（水）苫教研Ｓ
２１日（火）心電図検査（１年） ２１日（木）常任委員会
２２日（水）苫教研Ｓ ２６日（火）全協
２３日（木）常任委員会、内科検診(1 年 1~4) ２９日（金）英検
２４日（金）内科検診(1 年 5~7、1,2 年 10 組)
２８日（火）尿検二次
２９日（水）昭和の日

※新型コロナウイルス感染症の実情を踏まえ、体育大会、水泳、職

場実習の行事については市内一斉に中止となりました。また、今後

の行事についてもまだ未定の部分が多いことをご了承願います。



４月号 No.２ ２０２０年４月３０日 苫小牧市立青翔中学校

≪ 教 職 員 一 覧 ≫

☆八 谷 桂 樹 教頭 （苫小牧市立凌雲中学校より）
☆恵 良 学 主幹教諭（苫小牧市立明倫中学校より）
☆杉 本 幸 三 教諭 （室蘭市立桜蘭中学校より）
☆上 田 学 教諭 （苫小牧市立ウトナイ中学校より）
☆山 田 五 郎 教諭 （苫小牧市立光洋中学校より）
☆反 田 正 樹 教諭 （登別市立鷲別中学校より）
☆阿 部 卓 教諭 （苫小牧市立明野中学校より）
☆山 口 純 平 教諭 （北海道平取養護学校より）
☆鈴 木 慶 紀 教諭 （室蘭市立港北中学校より）
☆林 明 衣 教諭 （士別市立士別中学校より）
☆阿 部 敏 教諭 （苫小牧市立光洋中学校より）
☆寺 嶋 由 紀 事務職員（苫小牧市立沼ノ端中学校より）
☆亀 山 大 暉 支援員 （東京都港区立麻布小学校より）

職  名 氏　名 担当教科 担当部活 職  名 氏　名 担当教科 担当部活

1 校　長 杉　本　昌　史 29 ３－４担任 小　田　皓一朗 保体 サッカー

2 教　頭 八　谷　桂　樹 30 ３－５担任 頼　経　美　香 理科 ソフトボール

3 主幹教諭 恵　良　　　学 数学 アイスホッケー 31 ３－６担任 橋　本　隆　行 保体 女バレー

4 １－１担任 伊　藤　由　佳 英語 女卓球 32 副担任 高　田　実千穂 国語 女卓球

5 １－２担任 林　　　明　依 家庭 吹奏楽 33 副担任 杉　本　幸　三 技術 サッカー

6 １－３担任 山　田　五　郎 英語 男バスケット 34 副担任 餅　田　利　生 美術 美術

7 １－４担任 近　藤　雅　敏 理科 35 副担任 前　田　亜由美 数学,1年数TT 女ソフトテニス

8 １－５担任 阿　部　　　卓 理科 陸上 36 特別支援 小武海　さくら 特別支援 女バレー

9 １－６担任 亀　谷　正　美 数学 水泳 37 特別支援 佐　藤　健　太 特別支援 パソコン

10 １－７担任 若　松　亮　佑 保体 野球 38 特別支援 蛎　崎　千　春 特別支援 美術(女バレー)

11 副担任 上　田　　　学 国語 39 特別支援 柳　　　幹　久 特別支援 女ソフトテニス

12 副担任 佐々木　　　勤 社会 男バスケット 40 特別支援 山　口　純　平 特別支援 アイスホッケー

13 副担任 反　田　正　樹 国語 剣道(書道) 41 特別支援 鈴　木　慶　紀 特別支援 吹奏楽

14 副担任 谷　口　寧　子 英語,1年英TT 42 特別支援 池　田　邦　雄 特別支援

15 ２－１担任 対　馬　　　満 数学,1年数TT 男バレー 43 特別支援 阿　部　　　敏 特別支援

16 ２－２担任 若　井　淳　一 数学,1年数TT バドミントン 44 通級 柏　木　晶　子 特別支援 書道

17 ２－３担任 池　田　桂　祐 英語 男ソフトテニス 45 指導教員 平　沼　秀　之

18 ２－４担任 河　野　沙夜花 保体 ソフトボール 46 養護教諭 小　林　智　子

19 ２－５担任 渋　谷　美和子 社会 合唱 47 事務職員 下　村　賢　弘

20 ２－６担任 北　川　拓　郎 国語 野球 48 事務職員 寺　嶋　由　紀

21 ２－７担任 中　時　雄　大 理科 女バスケット 49 公務補 平　舘　謙　二

22 副担任 山　中　良　一 英語 ソフトボール 50 事務補 蛯　澤　　　薫

23 副担任 小　柳　直　美 音楽 合唱 51 支援員 簑　島　祥　子

24 副担任 小　川　　　亘 社会 柔道 52 支援員 亀　山　大　暉

25 副担任 奥　村　雄　三 理科 女バスケット 53 ＡＬＴ ジェームス・ストラカン

26 ３－１担任 伊勢谷　匡　宣 数学 男卓球 54 給食配膳員 和　野　由　実

27 ３－２担任 渡　邉　雅　都 社会 アイスホッケー 55 心の教室 篠　原　美恵子

28 ３－３担任 前　田　拓　哉 英語 男卓球 56 会計員 小　西　洋　子



≪ 転入教職員よりごあいさつ ≫
＜ 八 谷 桂 樹 ＞

凌雲中学校より異動で参りました、八谷桂樹（はちやけいき）と申します。生き生きとした若さ
がみなぎり、今後もますます発展が期待される青翔中学校への着任を大変うれしく思います。青翔
中学校の一員として早く慣れ、子どもたちや地域の皆様のお役に立てるよう、一生懸命尽くして参
りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

＜ 恵 良 学 ＞
この度、苫小牧市立明倫中学校から赴任しました。本校では、第１学年３クラスの授業（数学）

及びアイスホッケー部を担当させて頂きます。子どもたちの成長をサポートする上で、学校・家庭
・地域の連携は不可欠です。微力ではありますが、子どもたちの健やかな発達と本校の発展のため
に全力で取り組む所存ですので、よろしくお願いいたします。

＜ 杉 本 幸 三 ＞
室蘭市立桜蘭中学校から来ました。担当教科は技術、部活動ではサッカーで、３年生の所属です。

苫小牧は初めての勤務になりますので不安も多くありますが、前任の桜蘭中も大規模でしたので、
その経験を生かせればと思っています。どうぞよろしくお願いします。

＜ 上 田 学 ＞
苫小牧市立ウトナイ中学校より異動してまいりました。久しぶりの大規模な学校への勤務に、気

が引き締まる思いです。早く青翔中学校のリズムに慣れ、精一杯頑張りたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

＜ 山 田 五 郎 ＞
この度、苫小牧市立光洋中学校から異動になりました、山田五郎と申します。担当教科は英語です。
新型コロナの影響で長期の休校そして活動自粛が続いている中ですが、新学期、新たな気持ちで早
く青翔中学校に慣れ、皆さんと明るく元気に楽しく学校生活をスタートしていきたいと思っていま
す。どうぞよろしくお願いします。

＜ 反 田 正 樹 ＞
ウトナイ湖に風光る候、６年間お世話になった登別市立鷲別中学校に別れを告げ、青翔中学校に

着任いたしました。不慣れな点も多いと思いますが、保護者の皆様のご協力をいただきながら、子
どもたちと一緒にがんばっていきます。どうぞよろしくお願いいたします。

＜ 阿 部 卓 ＞
この度、明野中学校より異動して参りました。青翔中は明るく活気があるイメージを持っていま

す。生徒・保護者・地域の方々には、たくさんお世話になるかと思います。早く慣れて、皆様のお
手伝いができるように頑張ります。どうぞよろしくお願いします。

＜ 山 口 純 平 ＞
北海道平取養護学校より赴任してまいりました山口です。青翔中学校の生徒数を聞き、学校規模

の大きさに驚いています。感染症対策等で大変な時期が続いていますが、生徒の皆さんの貴重な学
生生活がより充実したものとなるように一緒に考え、取り組んでいきたいと思っています。どうぞ
よろしくお願いします。

＜ 鈴 木 慶 紀 ＞
室蘭市立港北中学校から参りました、鈴木慶紀と申します。保護者の皆様と一緒に連携しながら、

お子様の成長のために全力で頑張っていきたいと思います。至らないこともあり、ご迷惑をおかけ
することもあるかと思いますが、どうかよろしくお願いします。

＜ 林 明 衣 ＞
士別市立士別中学校から異動してきました林です。前任校は人数が少なく、青翔中の人数の多さ

に圧倒されていますが、まずは皆さんの名前を覚えられるように頑張ります。家庭科ということで
全校の皆さんと関わることができるのがとても嬉しいです。これからどうぞよろしくお願いします。

＜ 阿 部 敏 ＞
光洋中学校からまいりました、阿部敏と申します。特別支援学級でお世話になります。今年６１

歳になりました。これまで中学校９校で勤務し、青翔中学校で１０校目となります。とても大きな
学校で生徒数も多く少し緊張していますが、どうぞよろしくお願いいたします。

＜ 寺 嶋 由 紀 ＞
このたび沼ノ端中学校から青翔中学校に異動してまいりました、事務職員の寺嶋由紀です。開校

１２年目の市内ではまだ新しくきれいな学校で、子どもたちの学習環境の整備や生活のしやすい環
境を整備するために、微力ではありますが頑張っていきたいと思いますのでよろしくお願いします。

＜ 亀 山 大 暉 ＞
この度、東京都港区立麻布小学校より赴任して参りました亀山と申します。青翔中学校では学習

支援員として、生徒の皆さんの学習をサポートさせていただきます。ご迷惑をおかけすることや、
至らない点が多々あると思いますが、精一杯頑張ります。これからどうぞよろしくお願いします。


